






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































弘 季成 霧&竹辮義 闇義臘助荻宗鰯
髻|「ど-ｒ
獅悶宗縫義
ＩＭＩ義１Ｍ'信鍋資
汁
識
義
心安
芸
田
冠
者
同
太
郎
母
徽
陸
国
住
人
戸
村
三
郎
佐
皿
女
出
家
二
郎
稲
木
二
郎
竹
別
当
迩
実
嘉
禎
元
年
乙
未
月
十
八
日
於
鎌
倉
、
同
汁
二
日
常
陸
、
同
汁
四
日
葬
送
義
舩
清ｌ義保一二“
二
郎
母
雅
楽
肋
義
宗
女
七
条
院
判
官
代
義信阿波守
直
義
顕快中納高閣梨
判
官
代
太
郎
母
雅
楽
助
綻
宗
女
・
義重Ｉ（略）
介
常
陸
守
五
位
元
左
兵
衛
尉
出
家
法
名
蓬
鍵
六
十
八
率
〆￣へ
略
、－＝
８ 
佐々木：『平家物語』の中の佐竹氏記事について
阿
側
梨
（耕小山寺本『佐竹系図』）
新
羅
三
郎
刑
部
丞
叩
饗
守
新
士
剛
（御霊神社本佐竹氏部）
菰十七
母
同
、
本
義
爽
文
長
和
二
正
汁
セ
ノ
義
光従
四
義
光
左衛門尉
刑
部
丞
吹
遮
大
治
二
年
手
絡
定
印
呈
土
剛
割
新
士
判
官
相
椣
守岬
筥
珂
佐
侭
乃
国
’一
Ⅲ利一別町田凶 Ｘ
ロ
｝
｜
、
円
出□血叩目、
号
佐
竹
職
人
忠義佐竹太郎
治
承
年
中
矢
橋
合
戦
討
死
〆￣へ
略
～ﾛ－ 
グー、
略
、－〆
９ 
山形県立米沢女子短期大学紀要第44号
（北酒出本家宗流）
冨
笏
已
刀
刊
二
男
使上総介従四上
大
夫
尉
土
佐
守
非
蔵
人
母同雛宗
家害示
従
五
下
中
宮
提
義心同〕蝋
兄
弟
皆
住
信
州
親義三郎岡Ⅲ冠讃
三
十
歳
而
卒
義孝五郎八桑蔵人改名昌成
隆
義
〔義弘馴蝋〕院判
宮
代
頓長方方高松擬人
院判官代
賢憶光 頼
国高松院蔵人
本
、
有
長
従
近
下 秀義佐竹別当
伺
院
非
蔵
人
清一示
家
綱
10 
佐々木：『平家物語ｊの中の佐竹氏記事について
ハ圧（１） 
（８） 
（９） 
－－へ
７ 
～－－ 
〆￣へ－－へ〆￣へ－－へ
６５４３ 
～－－～－－～-－～－－ 
〆￣へ
２ 
～－〆
利用した本文は、延慶本は汲古書院の影印、覚一本は日本古典
文学大系、四部合戦状本は大安の影印（巻四は水原一氏編「延
慶本平家物語考証二所収写本の影印）、「源平閾詳録』は和
泉書院の影印、『源平盛衰記』は勉誠社の古活字本の影印によ
る。一一一本「頼朝与隆義一合戦事」、四部本巻六「隆義院宣」は院宣を
載せる以外は延慶本に近い。『盛衰記』巻二十七「頼朝追討庁宣」
で
は
こ
の
庁
宣
を
秀
衡
に
発
給
し
た
と
す
る
。
二中「頼政入道宮二謀叛申勧事」
長門本ほぼ同じ。盛衰記巻十三は傍線を「高義」とする。
四「康定関東ヨリ帰洛シテ関東事語申事」
延慶本四「平家一類百八十余人解官せラー事」では常陸介隆義が
寿
永
二
年
八
月
に
解
官
さ
れ
て
ゐ
る
。
新訂増補国史大系による。秋田県立公文書館蔵佐竹文庫（宗家）
蔵の中院本「佐竹系図』は『尊卑』に同じ。以下、所蔵者の断
りのない場合、佐竹系図各本は秋田県立公文書館佐竹文庫蔵で
ある。各系図の成立と性格については、拙稿弓神明鏡』伝本の
整理と成立について（下）」（『国語国文」六十九ノー、平成十一一
年二月）参照。
前二書は続群書類従、後者は名著出版の翻刻による。
「治承・文治大乱に於ける佐竹源氏ｌ治承・寿永内乱から奥州兵
乱へＩ（１）．（Ⅱと（「政治経済史学』一七六・一七七、昭和五
十
六
年
一
・
二
月
）
（Ｍ） 
〆￣へ／￣ヘ
１５１４ 
～－〆、－－
（Ⅲ） 
－－へ〆￣へ／￣、
１２１１１０ 
、－－－－－～－－
「長秋記』大治五年六月八日条（増補史料大成）。
「永昌記』嘉承元年六月十日条（増補史料大成）。
後
掲
の
常
陸
平
氏
系
図
で
囲
み
の
人
物
。
猶
、
豊
田
頼
幹
は
中
条
家
蔵
「桓武平氏諸流系図』（山形大学附属図書館の電子資料による）
より補なった。
「群書解題』の同系図の解題（萩原龍夫氏）にも誤りが指摘され
る。『群害解題』の同系図の解題。
①「北酒出本『源氏系図』の史料的価値について」Ｓ山形県立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
二
十
七
、
平
成
十
二
年一一一月）、②「溢れ源氏考証（上）」（『米沢国語国文』二十九、
平成十二年六月）．③「矢田判官代在名・大夫一房覚明前歴」（『米
沢史学」十七、平成十三年十月）、④「溢れ源氏考証（工」（「米
沢国語国文』一二十・一一一十一号、平成十四年十二月）。⑤「長楽寺
『源氏系図』成立試論三『山形県立米沢女子短期大学附属生活文
化研究所報告』一一一十一一一、平成十八年一一一月）。⑥「信濃井上氏の成
立と展開」ｓ山形県立米沢女子短期大学紀要』四十一一、平成十
九年一月）．⑦「溢れ源氏考証補閼」ｓ山形県立米沢女子短期大
学附属生活文化研究所報告』三十四、平成十九年一一一月）．⑧「頼
朝流雛時代困窮の虚実ｌ『吉見系図』の史料的価値一考１ｓ米
沢国語国文」一一一十七、平成一一十年十二月）
続群書類従所収。〔〕は同系の『佐竹南系図』（国文学研究資
料館史料館皿Ｋｉ）により補なふ。『佐竹南系図』も大矢橋を
矢橋と誤る。
11 
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（恥） －－へ2５ 
－－－ 
（別） －－へ－－へ－－へ２３２２２１ 
～－＝～－－－－〆
〆~へ／戸へ〆￣､
２０１９１８ 
～－〆、－－、－〆
／￣へ－－へ－－へ
３０２９２８ 
，－〆～＿〆－－〆
（〃）
（Ⅳ） 
『大府記」寛治元年八月一一十九日条（「大日本史料」三ノ｜、寛
治元年九月一一十一一一日条所収）・「本朝世紀』同九月一一十一一一日条
（新訂増補国史大系）。
「殿暦』康和四年二月一一一日条（大日本古記録）。
『殿暦』天永二年九月一一十四日条。
『寺門伝記補録」二所収「源義光処分状写」（『平安遺文』補四
○） 
『殿暦』永久二年十二月一一十九日条。
日本思想大系『往生伝法華験記』による。
仁和寺本『古系図集』（草経閣文庫蔵『帝皇系図』）では「兵衛
尉」・「刑部丞」、書陵部蔵『源氏諸流系図』でも「刑部丞」の
み。『中右記』永長元年一一月一一十一一一日・承徳二年十一一月一一十三日条に
見
え
る
蔵
人
源
義
弘
の
誤
解
か
。
『門葉記』十一、「七仏薬師法」「久安三年六月十七日、長寛
二
年
七
月
二
十
一
日
条
。
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
編
』
に
よ
る
。
北酒出本の義忠には「天仁一三一一一、為郎従鹿嶋三郎被殺害了、
同五日卒去、汁三」と注記がある。
清
音
寺
本
で
は
快
幹
と
す
る
が
（
『
佐
竹
家
譜
』
も
快
幹
と
す
る
）
、
扶
幹
の
誤
読
で
あ
ら
う
。
続群書類従。猶『常陸大橡伝記』（続群書類従）には見えない。
『
千
葉
県
の
歴
史
資
料
編
中
世
三
』
所
収
。
父の鹿島三郎政幹は治承から建久元年に事績が見えるｓ東鏡』
養和元年三月十一一日条・建久元年十一月七日条）。
（
釘
）
長
楽
寺
本
『
源
氏
系
図
』
（
『
群
馬
県
史
資
料
編
五
中
世
こ
）
・
妙
本
寺本「源氏系図」、甲神社本『清和源氏系図』、長山本・酒出本
も下野守とする。甲神社本「清和源氏系図」は室町末期写一帖。
足
利
将
軍
家
は
義
輝
、
関
東
公
方
は
義
氏
、
佐
竹
氏
は
義
重
の
子
の
「
御
曹子」、後北条氏は氏直まで釣る。
（皿）酒出本（佐々木倫朗氏「秋田県公文書館所蔵「古本佐竹系図」
に関する一考察」Ｓ中世武家系図の史料論』下〕に翻刻がある）・
長山本・清音寺本に「住信濃」とあり、現在所在不明であるが、
梅江斎禅哲筆の北本『佐竹系図』では親義は源義賢の婿となり、
信濃に移ったとする（北本は未見の為、引用する『佐竹家系譜』
に拠る）。
（銘）甲神社本『清和源氏系図』。
詞）長楽寺本『源氏系図』・妙本寺本「源氏系図』・内閣文庫蔵『簗
田系図』。
（妬）『永享記」（続群書類従）・蘆雪本『御成敗式目抄」（池内義資氏
編
「
中
世
法
制
史
料
集
別
巻
御
成
敗
式
目
註
釈
書
集
要
』
（
温
故
堂
本
・
達
蔵
司
本
も
同
じ
。
後
二
本
は
京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵
の
池
内
氏
寄
贈
の紙焼による）・『塵荊紗』八「源家之事」（古典文庫）・『簗田系
図』には『八幡太郎義家之一一一男義国、十一一一之御年佐竹之冠者義
昌御追罰に大将軍之蒙勅読」とある。
（釦）酒出本。長山本・小瀬本・藤沢道場本『佐竹系図』にも同文あ
り
。
（師）水一戸八幡光明院本『佐竹代々記』、高貫寿福院蔵『佐竹紹図丼物
語笑東大史料編纂所蔵謄写本による。猶編纂所蔵の色川本『佐
1２ 
佐々木：『平家物語』の中の佐竹氏記事について
竹系図』所収の『義光以往之紹図』も同じ）。
（銘）「佐竹代々記』・藤沢道場本も同じ。義業は永久三年（三一五）
に正六位上、文章生として見えｓ除目大成抄』）、『御産部類記』
所収『中右記』天治二年（一一二七）六月十六日条に「左衛門
尉検非違使」（図書寮叢刊）とあり、天承元年（’’’一一一）正月
まで事跡が確認出来る（『長秋記』同正月三日条）。また『本朝
世紀』久安二年（’’四六）十二月二十四日条の「右兵衛尉源
義言〔白河姫宮長、故義業男〕」の義業を仮に当該人物としても
齪鶴はない。
（胡）『中右記』大治三年七月二十九日条。
（側）酒出本は義業の女子に「石川有光ノ室、田尻四郎光家母也」と
釣る。
（似）「治承・寿永内乱期南奥の政治的情勢」（豊田武博士古稀記念会
編『豊田武博士古稀記念日本中世の政治と文化』所収）
（遅『福島県史」七所収。拙稿①参照。
（
蛸
）
北
酒
出
本
で
は
昌
義
と
盛
義
を
共
に
太
郎
と
す
る
不
審
が
あ
る
が
、
盛
義
は義光子とする記事がある（『殿暦』永久二年十一一月一一十一日
条）。更に昌義の兄弟の義定は仁平三年（一一五一一一）に左兵衛尉
と見え（『兵範記」仁平三年十一月二十六日条）、『源氏諸流系図』
で
は
永
暦
元
年
（
二
六
○
）
に
卒
し
て
ゐ
る
。
（仏）秀義は北酒出本に嘉禄元年（’一三五）の卒とあり、享年七十
五歳とする『佐竹故譜』、『佐竹代々記』や小瀬本・藤沢道場本『佐
竹
系
図
』
に
従
へ
ば
、
仁
平
元
年
〈
一
一
五
二
の
誕
生
、
隆
義
は
「
佐
竹
故
譜
」
に
寿
永
二
年
五
月
に
六
十
六
歳
で
卒
し
た
と
あ
る
記
事
に
従
へ
（町）
（冊）
（冊）
（別）
（岡）
（記） 〆~へ／￣､５１５０ 
、－－～￣
〆￣へ－~ヘ
４９４８ 
～-－～－－ 
－口へ－－、￣ムヘ
４７４６４５ 
、_〆～-－、＿〆
ば元永元年（一一一八）の誕生となり、時に昌義を一一十歳前後
と仮定すると康和元年（一○九九）前後の誕生となり、更に高
齢となる。
『
青
森
県
史
資
料
編
古
代
こ
所
収
。
『坂東武士団の成立と発展』第三章一二）「常陸国」
養和元年一一月一一日条・四月二十一日条・八月十一一日条（図書寮
叢刊）。
八代国治氏『吾妻鏡の研究』第七章其五「偽文書の採録」
『源威集」下「八、泰衡征伐の事」（平凡社東洋文庫）。佐竹系図
は全て秀義とする。
『東鏡』文治五年十一月十六日条。
黒
田
智
氏
「
史
料
紹
介
新
羅
明
神
記
」
Ｓ
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀要』十一、平成十三年三月）
「兵範記』嘉応元年正月六日条に従五位下に叙せられた源義宗あ
り
。
但
し
後
述
の
雑
色
兵
衛
義
宗
の
可
能
性
も
あ
る
。
「民経記』寛喜一一一年五月十一一一日条（大日本古記録）。猶、『尊卑』で
は「義賢、或－資」「佐竹判官代、八条院判官代」とする。
『平安遺文』一一一一一一一・’一一一四二・一一一一四一一一、『鎌倉遺文』六一
四の『櫟木文書』の各文書。
『荘園史の研究』｜、「坂東八カ国における武士荘園の発達」二
「源氏の荘園領有」二「源氏本宗の場合」
『千葉常胤』第四「常胤の登場」一「相馬御厨をめぐる相論」。
また同氏の『平安時代史事典』「源義宗」項参照。
『中世東国武士団の研究』第二部第一章「十二世紀における東国
1３ 
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留住貴族と在地勢力」
（肥）『本朝世紀』久安五年十二月一一十一一日条。
（印）『本朝世紀』仁平三年一一一月二十九日条、『兵範記』久寿二年一一一月
一一十一一百条、十一一月十七日条、『為親朝臣記』同十一一月十八日条
（歴代残欠日記）、『兵範記』保元元一一年一一一月一一十九日条。
（帥）『櫟木文書』「源義宗寄進状案」（「平安遺文』三一一一一、永暦一一
年正月）
（日）①家重は「尊卑』に「雑色、従五下、使、左衛門尉」とあるが、
『殿暦』嘉承元年十一月二十日条に「使、左衛門尉」、『除目大成
抄』の源家重の官職申文には蔵人所雑色とある。更に舞人を務
めた事は『中右記』康和五年十一月五日条に見える。②家信は
『尊卑』に「従五下、右馬助」とあるが、『中右記』承徳元年四
月十四日条に左馬助として見える。③家俊は『尊卑』に「左馬
助、従五下、使、左衛門尉」とあるが、『中右記』長治二年三月
十九日条に「左衛門尉」、『同』嘉承二年正月十九日条に検非違
使と見え、「殿暦」天永三年十一月六日条に「右衛門大夫」とあ
る。舞人を勤めた事は『宮寺縁事抄』「臨時祭」の永長二年に見
える（大日本古文書『石清水文書之五」）。④季信は『中右記』
嘉保二年正月三十日条に右衛門尉として見える。⑤清宗は『尊
卑』に「山城守、左衛門尉」とあるが、『中右記』嘉保二年七月
三十日条に「左馬助」、『醍醐雑事記』四「大智院領」に「康和
三年山城守源清宗免判成之」とある。⑥信仲は『尊卑』に左馬
助とあるが、『中右記』保安元年四月三日条に「左馬権助」とあ
ろ。
（田）「玉葉』安元元年五月一一十六日条に法印に叙せられた事が分か
る。『尊卑』では宗寛とする。
（侭）陽明叢書『保元物語』。同書所収の甲本に「よし」と振り仮名。
ａ）下、「新院讃州二御遷幸ノ事」（未刊国文史料『保元物語〔半井
本〕と研究』の翻刻による）。彰考館本は□部を脱落。
（筋）下、「新院御遷幸事」。前注の彰考館本共に古典研究会編『保元
物語』所収による。
（船）『扶桑略記』治暦四年五月二十四日条、同五年八月一日条にその
活動が見える。北酒出本の家宗の注記の中、土佐守は「尊卑』
に無いが、『水左記』承暦元年十月五日条に確認。
（区網野善彦氏「日本中世土地制度史の研究』第二部第四章「常陸
国」
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